
令和 6（2024）年８月吉日 

学校法人育成学園尼崎校同窓会 

会長 島 真直 

組織名 学校法人育成学園 尼崎校 同窓会 

会議議事録  

会議の種類 第 1 期 第 1 回 役員会 

日時 令和 6（2024）年８月２１日（木）17:00〜20:30  

場所 ホテルヒューイット甲子園 七園 

出席者        （新役職、敬称略） 

会長 島 真直 出 顧問 植木 砂織 出 

副会長 梅田 尚子 出 監査 木原 禎希 欠 

事務局 山田 泰介 出 監査 藤中 恭子 出 

事務局 岩竹 宏宣 欠 調理支部 支部長 実村 学 出 

会計 山口 剛史 出 製菓支部 支部長 達富 大輔 出 

会計 浅野（布垣） 育子 欠 向陽台支部 支部長 辻 正猶 出 

その他 業務委託 運営サポート ワンダーフローラル 久野佳世 

1. 報告事項 

① 同窓会の組織変革について 

令和 6 年度より学校法人育成学園同窓会は、学校法人育成学園尼崎校同窓会と、学校

法人育成学園神戸校同窓会に組織分割することになりました。 

② 同窓会役員会の選任と委嘱について 

令和 6 年９月１日付で上記の役員を選任。第 1 回役員会では役員それぞれ委嘱状に署

名し、2 年の任期と役割について承諾を得ました。 

③ 同窓会会則について 

新しく作成した同窓会会則の内容について会長、および事務局より説明を行い、役員会の承

諾を得ました。 
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・同窓会地方支部について 沖縄・九州等に同窓生が多いことから将来的に要望があれば地

方支部を置くことができる。 

・同窓会の目的については同窓生の関係性維持・強化、および在校生の活動を支援することを

主とする。 

・同窓会の会計年度は４月１日〜翌年３月３１日であるが、役員会の任期は９月１日〜

翌々年８月３１日である。 

・会議の活動費、手当・交通費の考え方について 公共交通機関利用を前提とした実費の支

給となる。 

・在校生のコンクール全国大会出場に対する補助金額について  

・現行会則は暫定とし、運営上必要がある場合には役員会の承認を得れば改訂することがで

きる。 

④ 同窓会運営の業務委託について 

ワンダーフローラルの久野氏より、同窓会業務の委託サービスについての説明をうけました。下記

6 点に関して業務を委託することの承認を得ました。 

・尼崎校同窓会 HP の立上げと運用 ・公式 LINE の立上げと運用 

・定期的な HP の情報発信（卒業生への取材、在校生の情報、お役立ちコラムなど）  

・役員会・総会等の議事録作成  ・事業報告書・収支報告書の作成 

・収益事業等の企画提案・助言 

2. 検討事項 

今年度の組織分割に伴い、同窓会前年度繰越金額については尼崎校・神戸校の卒業生総数がほぼ

同数であることから折半することとしました。普通預金残高が約 2660 万あり、それを折半すると尼崎校

は 1330 万となります。また、定期預金残高の半額である 1300 万については②に詳細を記載してい

ますのでご確認ください。 

① 同窓会の新たな収入源について 

現在の同窓会収入は卒業生から終身会費として支払われる 10,000 円のみであり、そのうち

半分が卒業パーティや卒業記念品の費用として活用しています。今後、同窓会の活動を運用

していく上で新たな収入源となるような事業を行うことにより、活動の活発化、同窓生の関係性
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強化、母校発展への寄与につながります。そのため、同窓会として新たな収入源になる事業を

検討していきたいと、会長より提案がありました。 

② 同窓会繰越金を学園へ寄付することについて 

前同窓会役員会で決議を得た尼崎校同窓会繰越金一部を学園へ寄付し、学園設備を新

調するという事項について、前会長に代わり顧問より以下提案がありました。審議の上、９月１

６日までにまとめる予定です。 

〈前同窓会繰越金（定期預金）約 1300 万円の寄付内容（案）〉 

目録（各部に「同窓会寄贈」と刻印） 

  階段教室(1 階)の改装〜モニター、カメラの交換・机や椅子の増設  

  食堂(地下)の改装〜非常階段の設置 

  各教室ドアの取り替え(2 階 3 階 4 階の計 7 箇所) 

  廊下の腰パネル設置(3 階 4 階)  ※上記に関わる工事一式含む 

 

以上 
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